
 非積雪期には樹上を塒とするが，冬積雪が30cm以上に

なると樹上から積雪めがけて飛び降り，雪中にもぐってそこ

を塒とする（芳賀ほか 1987）．繁殖期と秋に，雄はよく鳴くほ

か，翼をはばたいて音をだす「ドラミング」を行う．ドラミングは

地上からはばたきながら飛び上がり，長さ４～５ｍ，高さ２～

３ｍの弧を描くものと，なわばりへの侵入者に対して音のは

生活史：   １年の生活：留鳥で，大きく繁殖期と非繁殖期

（９月～翌年３月），繁殖期はさらにつがい形成期

（３月末～４月），産卵・抱卵期（5月下旬～６月中

頃），家族期（６月中頃～８月末）に区分できる．

図鑑などには，雄が抱卵中の雌，また雌と幼鳥と

からなる家族群を守るという解説が見受けられる

が，雌の抱卵が始まると雄は単独となる．６月中

旬には雛が孵化し，雌は幼鳥と家族群となる．９

月になるとほとんどが単独でおり，10月～翌年３

月には単独個体のほかに群れも見られるようにな

る（藤巻 2002）．ただし，群れの大きさは多くても

５羽程度である． 

繁殖システム：  

 なわばりをもち，一夫一妻制であるが，スウェーデン

におけるテレメーターを用いた研究（Swenson & Boag 

1993）によると，繁殖期に１羽の雌が隣り合ってなわ

ばりをもつ雄２羽の行動圏を行き来しており，一妻多

夫と思われる例も観察されている． 

 

巣：    おもに立木や

伐根のわき，堆

積した枯木の隙

間などの地上に

枯葉を敷いて巣

を造る． 

 

卵：    卵の長径40mm，短径

28mm，卵殻は淡茶色に

暗褐色斑がある．産卵

は平均1.5日に１卵で，

一腹産卵数は４～９卵，

平均7.0卵． 
 

抱卵・巣立ち： 

 雌だけが抱卵し，抱卵期には6：00前後と18：00前後に約

30分採餌のため巣を離れる．初期には抱卵は断続的であ

るが，やがて前述のように規則的な完全抱卵となる．抱卵

期間は完全抱卵になってから23日（芳賀・鷹股 1986，北

海道保健環境部自然保護課1993）．孵化後１～２日で巣を

離れる．ふ化時に体重11g，翼長26.0mm で，約120日くら

いで成鳥とほぼ同じ大きさになり（笹岡・藤巻 1990)，９月

中～下旬までに外観も成鳥とほぼ同じとなる． 

 植物質，おもに木本や

草本の葉や種子，落葉広

葉樹の冬芽や尾状花序，

果実を食べるが，幼鳥の

ときには昆虫など動物質

が 多 い  (藤 巻  2002，

Fujimaki 2002)．摂食量は

冬に多く夏に少なくなる

が，雌では産卵期に多く

なり抱卵期に減少する

（藤巻ほか 1994）． 

4 

エゾライチョウ 英： Hazel Grouse 学： Tetrastes bonasia 

●エゾライチョウ特有の行動 

Bird Research News    Vol.3 No.1                                                                                                         2006. 1.13. 

分類： キジ目 ライチョウ科 

全長：      36cm                翼長：   165-177mm 

尾長：      ♂111-130mm    ♀108-120ｍｍ 

嘴峰長：   12-15mm          ふ蹠長：  34-38mm 

体重：       ♂339-432g      ♀319-421g 

※Fujimaki (2005) より．尾長はオスのほうが有意に長い． 
 

羽色：       

 背側は灰褐色で黒

い横斑があり，嘴の基

部から頚側面にかけ

て白く，腹側は褐色，

黒 色，白 色 の ま だ ら

模様．頭には冠羽が

ある．雄の喉部は黒

く，雌 に比 べ て 腰 の

灰色が顕著．ライチョ

ウと異なり冬でも白く

なることはない． 
 

鳴き声： 

 「シーッ，シィ，シィ，シィ」と高い音（周波数は6.5～8kHz）

で，最初の音節は長く，第二音節以降はそれよりやや短く，

次第に断続的となって終わる．笛を吹いたときの音に似て

いるので，「ホイッスリング」とも言われる． 

写真１．エゾライチョウのオス成鳥． 

写真２． 

エ ゾ ラ イ

チ ョ ウ の

巣． 

写真３．エゾライチョウの卵． 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12月

非繁殖期家族期

分布：  

 ユーラシア大陸のスカンジナビア半島からオホーツク海

沿岸までとサハリン，北海道に分布する． 
 

生息環境：              

 北海道では，平野部や高山帯を除く，おもに標高200～

800mの常緑針葉樹林，針広混交林，落葉広葉樹林に生息

し，カラマツ人工林にはほとんど生息しない（藤巻 2002）． 

図１． エゾライチョウのそ嚢内容物の

類別乾燥重量の占有率 (％)．

Fujimaki 2002 より作図． 
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分類と形態 １. 

分布と生息環境 ２. 

生活史 ３. 

食性 ４. 

興味深い生態や行動，保護上の課題 ５. 



 当初の研究対象はノネズミ，1970年ころから鳥類も研究

対象とするようになり，1975年ころからは鳥専門となる．環

境と鳥類の生息状況との関係，北海

道の鳥類の分布に関心がある．エゾ

ライチョウの研究は大学で前任者か

ら引き継いだものだが，いつのまに

か自分の主要テーマとなった．今後

とも体の動く限りこれまでのテーマを

継続するつもりである． 

 生息数は不明である

が，狩猟統計によると北

海道では1920～1950年

代には１猟期に５～６万

羽が捕獲されていたが，

1970年代以降に減少し

続け，捕獲数は1990年

代には1,000～2,000羽と

り，2002年度以降には

1,000羽以下となった．狩猟登録者数当たりの捕獲数も，

同様の減少傾向を示している（Fujimaki 1995）．また，ライ

ンセンサス結果や探鳥会の記録（Fujimaki 2000），環境省

（庁）の調査でも，生息数は1970年代前半から1990年代初

めにかけて減少している．また雌が連れている平均幼鳥数

は，1980年代までは６月に6.7羽，７月に4.5羽であったが，

生息数が減少した1990年代以降には６月に3.0羽，７月に

2.5羽と有意に少なかった（図２）．減少の原因は不明であ

るが，1960年代末からウシの飼育頭数の増加に伴う畜産

廃棄物の増加やシカ猟後に放置された一部の死体がキツ

ネの食物となったこと

により，キツネが増加

した．その結果キツネ

の捕食圧が高くなっ

たことが原因と考えら

れ，エゾライチョウの

減少とキツネの増加

の時期は，一致して

いる（Fujimaki 2000，

図３）． 

 さらにエゾシカによる樹木の食害により落葉広葉樹の枯

死がおきている地域ではエゾライチョウの生息数が減少し

ている場合もある（北海道 1997）．北海道では1970年代後

半から，大規模な皆伐・単一樹種造林が行われていない

ため生息に不適なカラマツを主とする人工林も増えておら

ず，最近では森林法の改正に伴って森林の機能類型を

「水土保全林」，「森林と人との共生林」，「資源の循環利用

林」に３区分し，それぞれの区分に応じた森林経営が行わ

れているので，林業そのものにより生息環境が悪化してい

ることはない．キツネ，シカといった特定種の増加が他種の

生息状況に影響を与えていると考えられるので，特定種が
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げしいはばたきで突進するものとがある．繁殖期になると，

雄は胸をはり尾羽を広げて雌の周りをゆっくりと歩く．やが

て雌は腹部を地表に着けるように低い姿勢となり，頭部を

「イヤイヤ」するように左右に振る行動をする．これがきっか

けとなり交尾が行われる．抱卵中の雌は巣を離れるとき，卵

の上に枯葉をかけるが，このときの行動が面白い．巣から立

ち上がると少し歩き，巣を背にしたまま近くにある枯葉を嘴

にくわえ，肩越しにそれを巣に向かって放り投げ，これを数

回繰り返す．そして枯葉が卵を覆っていることも確かめずに

ゆっくりと歩いて採餌に向かうのである．この行動を何回か

観察したが，枯葉が卵の上に落ちることはまれであった． 

                                                                                                    生態図鑑 

●保護上の課題 
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図３．北海道におけるエゾライチョウとキツ

ネの捕獲数の推移． 
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増加しないような野生動物の保護管理が必要である．その

ためには，生息環境や生息数，個体群構成に関する現況

調査，その結果に基づく保護管理の方針，対策の決定，

その後のモニタリング，調査結果に基づく方針，対策の再

検討というような保護管理システムの確立が欠かせない． 

図２． 雌が連れている幼鳥数の変化． 
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